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第３章 出来形管理 

３－１ 出来形管理の目的 

出来形管理の目的とは，設計（計画）と出来形（実施）とがどのような精度になってい

るか，若しくはその違いが許容される範囲のものであるかどうか，もし許容範囲外であれ

ばただちに改善の措置をとり，設計どおりのものを作ることである。 

 

３－２ 出来形管理表を必要とする工事 

すべての工事を対象とする。ただし，監督員と協議のうえ省略することができる。 

 

３－３ 参考文献 

この表にない事項は，岡山県土木工事共通仕様書による。 
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 出来形管理基準 

番号 区分 工  種 測 定 項 目 規 格 値 （㎜） 

１ 

土 

 

 

工 

掘削工  上幅 Ａ 

 下幅 Ｂ 
 －３０ 

深さ Ｈ －２０ 

埋戻工 

管天端 ｈ 
 ＋５０ 

－２０ 

埋戻高 ｈ1 

（管保護材天端） 
－３０ 

 保護砂厚 ｔ 
  

 ＋８０ 

２ 

管 

布 

設 

工 

管布設工  

管位置 Ｗ 

 

  

±１００ 

  

管天端 ｈ 

 

 ＋５０ 

 －２０ 

  

延長  Ｌ 

 

  

－０ 

埋設標識シート 

設置工 

  

 

深さ ｈ1 

 

 

 －１５０ 

（基準値 ｈ1＝土被りの1/2） 

（浅層埋設時基準値 ｈ1＝路床

高（部）） 



 12 

 

測 定 基 準 測 定 箇 所 備  考 

 

 

各測点毎に測定する。 

 

 

Ａ 

 

Ｈ 

 

Ｂ 

出来形管理表３－１ 

 

 

各測点毎に測定する。 

 

 

 

 

 

ｈ1 

ｈ 

保護砂    ｔ 

 

出来形管理表３－１ 

 

 

 

 

各測点毎に測定する。 

 

 

 

 

 

出来形管理表３－２ 

障害物で基準高が取れ 

ない場合はこの限りで 

はない。 

 

 

各測点毎に測定する。 

 

 
 

出来形管理表３－２ 
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番号 区分 工  種 測 定 項 目 規 格 値 （㎜） 

３ 

推 

進 

工 

推進工 

基準高 

 

 ±５０ 

 

垂直方向 

 

 ±５０ 

 

延長 Ｌ 
 １０ｍにつき＋５０ 

       －１０ 

４ 

水 

 

管 

 

橋 

 

上 

 

部 

 

工 

仮組立精度  

全長，支間長 Ｌ 

 

＋（１０＋Ｌ／２） 

－５ 

Ｌ：全長又は支間長（ｍ） 

 

製作キャンバー ａ 

 

    Ｌ≦２０ｍ ０～１５ 

２０ｍ＜Ｌ≦４０ｍ ０～２５ 

    Ｌ＞４０ｍ ０～３５ 

軸心の曲り 

Ｈ≦５ｍ ５＋Ｌ／５ 

Ｈ＞５ｍ ２５ 

Ｈ；桁高(ｍ) Ｌ：測線長(ｍ) 

補剛部材の高さ 

（補剛型式） 

Ｈ≧２.５ｍ ±Ｈ／５００ 

Ｈ＜２.５ｍ ±５ 

      （Ｈ：単位㎜） 

桁，トラスの中心間 

距離（補剛形式） 

Ｂ≧２.０ｍ ±Ｂ／５００ 

Ｂ＜２.０ｍ ±４ 

      （Ｂ：単位㎜） 

補剛部材の鉛直度 

（補剛形式） 

Ｈ≧２.０ｍ ±Ｈ／５００ 

Ｈ＜２.０ｍ ±４ 

      （Ｈ：単位㎜） 
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測 定 基 準 測 定 箇 所 備  考 

管一本毎測定する。 

 

発進，到達立抗の矢板の中心 

間を測定する。 

（鞘管推進工法の場合，鞘管 

で管理する。）  

鞘管推進工法の場合規

格値以内であっても内

部の管の布設に支障が

あってはならない。 

 

 

 

 

全数を測定する。 

 

 

各支点及び継手部を測定す

る。 

各支点及び各支間の中央付近

を測定する。 

各支点部を測定する。 

各支点及び各支間の中央付近

を測定する。 

各支点及び各支間の中央付近

を測定する。 
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番号 区分 工  種 測 定 項 目 規 格 値 （㎜） 

４ 

水 

管 

橋 

上 

部 

工 

架設精度 仮組立精度に準じ

る。 

仮組立精度に準じる。 

５ 

管 

 

 

防 

 

 

護 

 

 

工 

曲管保護工 

（水平） 幅 Ａ 
 ＋５０ 

 －０ 

高さ Ｉ 
 ＋５０ 

 －０ 

辺長Ｂ，Ｄの全延長 
 ＋１００ 

 －０ 

辺長Ｃ，Ｅの全延長 
 ＋１００ 

 －０ 

中心までの寸法 

Ｆ，Ｇ 

 ＋２５ 

 －０ 
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測 定 基 準 測 定 箇 所 備  考 

仮組立精度に準じる 

 

 

 

 

 

仮組立精度に準じる。  

実施箇所毎全箇所測定する。 

 

出来形管理表３－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 17 

 

番号 区分 工  種 測 定 項 目 規 格 値 （㎜） 

５ 

管 

 

防 

 

護 

 

工 

曲管保護工 

（垂直上方向） 

 

 

 

 

 

 

幅 Ａ 
 ＋５０ 

 －０ 

高さ Ｉ，Ｊ 
 ＋５０ 

 －０ 

長さ Ｂ，Ｃ 
 ＋１００ 

 －０ 

管中心までの寸法 

Ｆ，Ｇ 

 ＋２５ 

 －０ 

 

 

 

 

 

 

曲管保護工 

（垂直下方向） 
幅 Ａ 

 ＋５０ 

 －０ 

高さ Ｊ，Ｉ 
 ＋５０ 

 －０ 

長さ Ｂ 
 ＋０ 

 －１００ 

長さ Ｃ，Ｄ 
 ＋１００ 

 －０ 

管中心までの寸法 

Ｆ，Ｊ 

 ＋２５ 

 －０ 
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測 定 基 準 測 定 箇 所 備  考 

実施箇所毎全箇所測定する。 

 

出来高管理表３－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施箇所毎全箇所測定する。 

 

出来高管理表３－５ 
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番号 区分 工  種 測 定 項 目 規 格 値 （㎜） 

６ 

弁 

室 

築 

造 

工 

弁室類（現場打ち） 

 

弁室 

電動弁室 

流量計室 

床版厚 ｔ1  ＋３０ 

 －０ 

壁厚 ｔ  ＋３０ 

 －０ 

幅 Ｗ1，Ｗ2  ＋３０ 

 －０ 

底版厚 ｔ2  ＋３０ 

 －０ 

高さ ｈ  ＋１００ 

 －０ 
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測 定 基 準 測 定 箇 所 備  考 

実施箇所毎全箇所測定する。 

 

出来形管理表３－６ 
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番号 区分 工  種 測 定 項 目 規 格 値 （㎜） 

７ 

弁 

 

栓 

 

類 

 

据 

 

付 

 

工 

空気弁 ＧＬから空気弁天端

までの深さ ｈ１ 

 

ＧＬから空気弁下の

フランジ継手までの

深さ ｈ２ 

 

ｈ１≧１００ 

 

ｈ２≦６００ 

浅層埋設時 ｈ２≦５００ 

 

仕切弁 

バタフライ弁 

青銅仕切弁 

ＧＬからの深さ 

 ｈ 

管布設工に準じる。 

＋５０ 

－２０ 

（ｈ＝ＧＬ～弁直近の管までの

深さ） 

 

 

 

 

消火栓 ＧＬからの深さ 

 

 ｈ1 

 

 

 ｈ2 

 ＋５０ 

 －２０ 

（ｈ1＝ＧＬ～消火栓直近の管ま

での深さ） 

 

 基準値 ２００ 

 ±５０ 

（ｈ2＝ＧＬ～キャップ天までの

深さ） 
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測 定 基 準 測 定 箇 所 備  考 

全箇所測定する。 

 

出来形管理表３－７ 

基準値は標準布設の場

合で，標準布設以外の

場合は監督員指示によ

る。 

 

全箇所測定する。 

 

出来形管理表３－７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全箇所測定する。 

 

出来形管理表３－８ 

基準値は標準布設の場

合で，標準布設以外の

場合は監督員指示によ

る。 

本管φ２５０ｍｍ未満

でも補修弁を設置す

る。 

  

 

止水弁 
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番号 区分 工  種 測 定 項 目 規 格 値 （㎜） 

８ 

鉄 

蓋 

設 

置 

工 

マンホール 

空気弁 

仕切弁 

青銅仕切弁 
基準高 ｈ 

  

  

＋１５ 

－０ 

 

 

９ 

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

舗

装

工

（

路

面

復

旧

工

） 

下層路盤工 
 厚さ  －４５ 

 幅  －５０ 

上層路盤工 

(粒度調整路盤工) 

 厚さ  －３０ 

 幅  －５０ 

基 層 工 

中間層工 

 厚さ  －１２ 

 幅  －２５ 

表 層 工 
 厚さ  －９ 

 幅  －２５ 

歩道路盤工 
 厚さ 

 ｔ＜１５㎝ －３０ 

 ｔ≧１５㎝ －４５ 

 幅  －１００ 

歩道舗装工 
 厚さ  －９ 

 幅  －２５ 
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測 定 基 準 測 定 箇 所 備  考 

全箇所測定する。   

 

 

 

 

 

 

 

〃 
 仮復旧時に管理 

出来形管理表３－９ 

〃 
 仮復旧時に管理 

出来形管理表３－９ 

コア抜は 100～200 ㎡未満は

２箇所，200㎡以上は３箇所 

 コア表に記入 

出来形管理表３－１０ 

〃 
 コア表に記入 

 出来形管理表３－１０ 

各測点毎に測定する。 
 仮復旧時に管理 

出来形管理表３－９ 

コア抜は 100～200 ㎡未満は

２箇所，200㎡以上は３箇所 

 コア表に記入 

 出来形管理表３－１０ 

注意：コア抜き100㎡未満は省略することができる。 
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番号 区分 工  種 測 定 項 目 規 格 値 （㎜） 

１０ 

塗 

 

 

 

装 

 

 

 

工 

塗覆装工 

（ＳＰ） 

外面塗覆装 

（管継手部） 

ジョイントコート 

 防食材の厚さ 

 －０ 

 基準値 １.５㎜ 

 防食材の長さ 

 －０ 

 基準値 ５０㎜ 

 保護シートの長さ 

 －０ 

 基準値 ５０㎜ 

 

外面塗装の塗膜厚 

（管体部） 

 目標塗膜厚の７５％以上 

 

 

 

内面塗装の塗膜厚 

（管継手部） 

 ＋０.１㎜ 

 －０ 

基準値 ０.３㎜ 

（水道用液状エポキシ樹脂塗料） 
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測 定 基 準 測 定 箇 所 備  考 

φ75～φ300㎜までは10ヶ所

に１ヶ所測定する。 

φ350～φ600 ㎜までは５ヶ所

に１ヶ所測定する。 

φ700 ㎜以上は全ヶ所測定す

る。 

 

 

 

 

継手塗覆装ヶ所の円周上任意の４点

で測定する。 

電磁微厚計により行

う。 

出来形管理表３－１１ 

 

各支点間の両端より約 500 ㎜

内側及び支間中央部を工場塗

装及び現地塗装後に測定す

る。 

各ヶ所の円周上天地左右の４点で測

定する。 

φ800㎜以上の継手全ヶ所を

測定する。 

 

 

 

継手塗装ヶ所の円周上任意の４点で

測定する。 

 


